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「みんなが楽しい学校」をめざして 

 この半年ほどの間に、AC JAPANの「白紙の未来」というコマーシャルが頻繁 

に流れるようになりました。近い将来、今ある仕事の半分が AIやロボットに取って 

代わられ、子どもたちは、まだ見たことのない、大人さえも知らない働き方を求めら 

れる未来が待っているという内容です。世界も日本も問題が山積し、解決策が見 

出せずにいる、この厳しい社会を子どもたちはこれから生き抜いていかなければな 

りません。価値観や生活習慣の違う人の中にあっても、周囲の人とつながり、丁寧 

に対話を重ね、みんなで課題を解決して幸せを実現していかなければなりません。 

そのため、学校では子どもたちにどんな力をつければよいのか、全職員で時間を 

かけて話し合い、今年度のスクールプランを作成しました。子どもたちを育てるため 

には、学校と家庭、学校と地域がビジョンを共有し、連携していくことが不可欠です。 

ぜひご一読いただき、子どもたちのためにお力をお貸しください。また、それぞれの 

お立場で得られた、建設的なご意見を学校にいただけますと幸いです。 

  
 

○学校教育目標を「ともに学び ともに育つ」とし、コロナ禍で問われた学校の存在意義を明確にしました。 

  ○全ての子どもが楽しく学び、安心して生活でき、生きる力を伸ばすことのできる学校をめざします。 

  ○教師主導の知識伝達型の授業から脱却して、児童が生き生きと主体的に学ぶ授業をめざします。 

  ○教育活動全般にわたって、対話的な学びを進め、自分の考えを表現し対話できる力を育てます。 

○ICT 機器を学習用具として使いこなせる力を、発達段階に合わせて系統的に身につけます。 

○同調圧力や多数決を避け、少数派の考えも大切にして話し合い、合意形成できるよう取り組みます。 

○生涯にわたって自分の心身の健康を保つ生活習慣や運動に親しむ習慣をつけられるよう工夫します。 

  ○積極的に地域と関わり、ふるさとのよさを理解し、ふるさとを愛する子どもを育てます。 

  ○職員の業務改善を進め、全ての職員が心身の健康を保ち、子どもとよい関係づくりができるよう努めます。 
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